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i 調査自民i

イワν類，アジ，"!Tパ.スルメイカの資源動態を把握するため魚体調査ならびに漁況調査を実

施する。

n調査内容

(1) 謁査期間

(2) 調査場所

(3) 調査項目

(イ)漁況調査

(吋多項臼調査

件) イワ ν霊長

(b) マアジ

(c) マサパ

科) スノレメイカ

昭和 431:手6月~昭和44年 1月

鯵ケ沢，奥内

イワν類，アジ，サパ，ス jレメイカ

体長，体重，肥満度，性711j，~生殖線重量，腎内容物， :t菜鱗

尾文長，体重1 iie?高度，性別，生殖機重量，湾内容物

尾文長，体重， ~E済度， '1生51j，生殖線重量，湾内容物

z一、
外鷺馬体主，性)31)，輸精管重量，輸卵管重要，摂餌重要，テン卵線

長，生殖銀Z宣言量，成熟度，交接の有無

やすパンチング謂査

十ニ) スルメイカの春季議放流

(4) 調査方法

f1LJ和 43年度沿岸室長資源委託誠査妥桝(東北区水産研究所，日本海出水産研究所)に基い

て調査を実施Lた.

直 調査結果

鯵ケ沢では一本釣によるスルメイカ，奥内では小説置命漁獲されたカタクチィr;i/， マサ

パ，スルメイカ，マアジの各魚種を調査した。

謁主主尾数は多項且，パンチシグを含め，カタクテイワ ν1.9 6 9定，マアジ 1.1 3 5 Jlらマサ

パ 1.69 5尾，スルメイカ λ077尾である。

(1) 漁況

県統計課による昭和43年 11月--10までの各持、種の漁獲量はつぎのとおりである。
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漁獲欝は 300トシで昨年周期の 1.9倍である.

漁獲量は 40 7 5 トンで昨年同期の 88:1 %である@カタクチイヲν

漁獲量は皆無であった.

漁獲量は 67トンで昨年同期の 31. 2各である。

漁獲景は 1・50.4 1トンで昨年同期の 1.5倍である。
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漁獲.景は 116.754トンで昨年同期の1.2傍である。

(1) 
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f--.rスルメイカ

(2) 

マイワジ

ウルメイワジ

マアジ

マサパ

魚休調査

カタクチイワν付)

(a) モ6月20日- 7月20日までの体長の分布範囲は 6-1:5.4crnにあり，体長量F成

1 2 cmにみられた@1 1. 9. ードは 7.

1 2月 14日の体長の分布は 5-1  .0 cmにまた 8月24 8-1 1月6臼，

9.C7域こみられた。8. あり，モードば 7.

1月6日には体長の分布範囲は 5-15cmに1 2月5日，

守.

1 1月23日，

1 2 cmにみられた。モードは 6.あり，

際奥袴で本年の特実現象としては 6月 20日に 15、4仰の個体が見られ，

調査した最大のものであった。

6-7月にかけての旬別平均肥満度ば 10.7-1 1.7で 8-1月までは8.3.

-9.9と債が小き〈大きな差異を示しているa

煙満度(b) 

7月256月20日，未熟群のため雌雄の判別は困難なものが多かったが，

日ものには有異差が認められた.

6月2日日--7月 25日までは 0.4-0.79mm， 

比性(0) 

1 1月16日--1fJ 6 径~ß 何)

日まではo05-0.3 7 mmであった。

縫では 0'9以下から 2.5g，雌で肘 0.19から 0.49である。守殖機重量

脊推脅勲

胃内容

(e) 

(f) 

(g) 

. -'， 
F 

昨年同様45個が最も多かった。.1 4値-47偏に分布し，

6月20 ~部変の体長 1 1. 9 - 1 3. 8 cmの俄嗣こ 03-1. 6 9の稚魚が認め

られたが，他は殆んど空腎のものばかりであった。

マアジ(司

(a) 

ヲ遁

8月 24日に来瀞し

8月24 

た尾又長16-17cmの個体は陵奥湾では議査中最大である。

旬別平均杷満度は 12. 2 0 --1 5. 6 7 ( 8 - 1 2月)に分布し，

日が最大で 9-1 0月中旬は最も低い値を示した。

昨主玄関様尾叉長13cm未満の若年魚が殆んどであるカち体長組成

把繊度ら)
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出走雄のやj別は困難であった。

3月 24日に調査の炉体は O.8 --5. 3 9 oカタクチイヲν:を食していたが，

他代 01~下か空専のものであった。込
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未熟の群であり，.81] 

膏内容

性(0) 

(d) 
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やすマサパ

ら) 体長組成 7月 15日諦査のマサノミは尾文長 19--30cmに分布し，モードは26 c祝

にみられたが，殆んど 26--29cmの個体で占められ，昭和39年以降陸

奥湾で調査した最大のものであり， 9月-12月まではモードは 16. 1 8 

1 9 crnが主体をなしていた。

(b) 肥満E芝

(吋性比

科)生殖機

制スノレメイカ

7月5日--12よJ23臼までの句別平均は 1O. 3 4 --1 4 0 1に分布してしユ

たカら 7月 15日調査の個体は 1401と最高であった。

7月15日調査のものは雌12，雄 14尾と判別できたが，的の月は若主主

魚のため判別でさそなかった。

7月 15日諒査の個体は雌は 1.5-1lJ.3 g，雄 2.1 --1 9.1 gに分布し

ていたが，イ也の調査臼のものは o1 g以下であった。

(a.) 外套長級成 6月 2日日-8月 24日乏ではモード伐 1O. 1 1. 1 3. 1 4 cmで11月 16 

日-12月 23臼まではモードは 24.2 5 cm認められ， 1月に人るとモー

ドは 11 cmと小型化していた。

(b)性比

(0) 生殖4寝室量

1 1月 16日， 2 5臼調査のものには有意差が認められた。

5月20日--8月24日までは口 1ff以下のものが多<， 1 1月 16日-1月

20までは 0.1-1  01 9の鐙開に分布していた。

品やし '._V_'~ ~. (d) 成熟度 完熟のものは雄3尾，量産1尾で半熟のものは雄 26尾，雌2港計32尾で残

り404!遣は未熟であった。
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(e) 交 接

(f) テン卵i察長

(g) 湾内容

1 2月4日， 12月23日に冬5尾でこれらの外番長は 23"-25級の未熟の

若手であった。

6--8 月までの1~J足 IJ平均では 10 mm以下であり， 11--12月までは 32-

47mmで 11月初旬に段高に達していた。

6-8月までの旬別平均摂偽量はi維が若干多<， 1 1月以降は縫が多くなっ

ている。

動査員お曲中の球大の摂餌としては 12A 25日に50fiのカタクチイワレを

食していたととである。

(;Jす スノレメイカ(陸ケ沢)

(a) 外套長組成

5月19日- 6月13臼ま勺まモード 16c;:'， 6月 21日-7f125臼まではモー

ド2H，:m， 7)~ 2 6日-9月 18日まではモード 22C7il， 9月20日-12片

6日まではモード 231.-'1llが主体をなしていたり

また外套長26切絞はる月末に来滋していたが 9j.j-10にかけて最も多〈

来滋した。
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5月21日-""12月6日までの聞においてる月 1B. 7月3O. 1 0月30日

1 1月5日調査には有意差がみられた。

句男1I平均章一筆は餅では 0.2-1.5 g. 援では口 1-.. 6.2 9に分布し， J11ftでは

?月下旬，雄では 12.月初旬に母犬に達していたc

完黙のものは樽?尾， tit 3 sf!:， 未款のものは雌3a号.t$t78足で残りの1.9

07厚ほ未熟であった。

(e) 交拷 6月に5尾， 7月15尾， 8月 13尾， 9月 26尾， 1 0月7尾， 1 1月5

尾.12月5尾，計72尽で昨年同様未熟のものが多かった。

(b)性比

(c) 生殖線

(d) 成熟度

.，g‘、

(f) テン卵著書長句別平均では 15 -.. 36 mmの範囲に分布し， 10初旬に最高に達している

が， 9月 21日に調査した 1075沼2 が最太であった。

月間|平鈎では 5月が仰の月より多<，全体からみての摂餌逗ーの平均は直幸雄

とも 0.5g台で差は認められない。

本年 1尾の最大隈餌i亭ーほ離では?月 17日の 21.5g，雄では 7耳26臼の

23{}で共喰いである。

(3) スルメイカ標識放流
島.

昭和 43年度における標識放杭f土日本海区でt主権現崎組作的，太平洋海区

(g) 雪内零

でほ八戸杭道東梅区では弱11路，大黒島、沖で計 9.000!~放流し，再樺喜数

は92!ff:てで再捕率は 1%強である 3

w考 察

(a)カタクチイワν 旬別平均体長からみると本年は昨年に比し初漁期では大型，以後小主主

であった。

(b) マイ ワ ν 漁獲な〈調査不能

(e) ウルメイワν 漁獲な〈調査不能

(d) マ ア ジ全漁期を通じて殆んど 13 cm未満の若年魚である。

(e) マ サ パ全漁期を通じて尾文長24 c沼未満のものが多かったが 7月 15日の 29

cm級は培奥椅で最大のものであった。

(f) スルメイカ 初漁期で日目下任に比しわ]漁期では小型，以後大型であった。(詳細は

昭和43先度沿岸重要資源委託調査綜果書参熊)
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